つれて 歩く の は 容易じゃありません よ、 何しろ ふだん 

は 寝床 を あげた こと もない 身分の 人た ちば つかりです 

からね。 —— みんな こっそり 何百 円て、 お 小遣い も 

ら つて 来て いるんで す。 そうでしょう？」 と 云う 意味 

のこと を 云い、 娘さん 達 は 白い きれいな ュ ニフォ ー ム 

の 肩 をく つつけ あって、 にこやかに 誇り を ふくんで 笑 

い、 敢て 否定す る 人 もありません。 その 場の 言葉と 光 

景とは 私の 心に 刺す ような もの を 感じさせ、 そのと き 

の 感じ は 今 も 消えず、 今度の 暴行 沙汰の ような 折、 生 々 

しく 甦って 来て、 再び 多くの こと を 考えさせる のです _ 

地方の 女学校に 教師 をして いる 友達が、 面に 恐怖 を 
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